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町田市内の東急田園者I市線沿線地域におけるまちづくりの推進に関する協定書

町田市 (以下「甲」という)及び東京急行電鉄株式会社 (以下「乙」とい う)は、町田

市内の東急田園都市線沿線地域 (以下「対象地域」という)のまちづくりに関して、次の

とお り協定 (以下 「本協定」という)を締結する。

(目 的)

第 1条 本協定は、対象地域が将来にわたつて「住みたい」「訪れたい」「活動 したい」魅

力的なまちであり続けることを目指 し、甲及び乙が共同でまちづくりを推進するこ

とを目的とする。

まちづくりの推進に当たっては、対象地域における既存資顔を最大限に活用する

こと及び対象地域に新たな付カロ価値を付与することを基本とする。

(検討事項)

第 2条 甲及び乙は、本協定の目的を実現するため、次に掲げる事項について連携協力を

図りながら、対象地域のまちづくりについて検討することを確認する。

(1)  対象地域の持続的なまちづくりの推進に関する事項

(2) 町田市の副次核 (町田市都市計画マスタープランにおける「副次核」)

である南町田駅周辺地区を賑わいと交流を創出する拠点として形成

するための、まちづくりの推進に関する事項

(3) 対象地域の自然資源や商業資源等を含めた、一体的な賑わいづくり、

拠点機能の強化、及び関連する社会基盤の整備に関する事項

(4)  前 3号に掲げるもののほか、甲乙連携による検討が必要と認められ

る事項

(市民との連携)

第 3条 甲及び乙は、対象地域のまちづくりの推進に当たり、市民や地域団体との連携に

より進めていくものとする。

(役割分担等)

第4条 甲及び乙は、対象地域のまちづくりの推進に当たり、役割分担等については今後

協議の上、定めるものとする。

(推進体制)

第 5条 甲及び乙は、対象地域のまちづくりの推進に当たり、個別プロジェクトの実施な

どを円滑かつ着実に推進するための体制等について、今後協議の上、定めるものと

する。

(費用負担)

第 6条 甲及び乙は、第 2条に定める検討事項において発生する費用の負担等については

今後協議の上定めるものとする。

(有効期間)

第 7条 本協定の有効期間は、本協定の締結 日から2019年 3月 末 日までとする。更新

に関する協議については、別途甲乙協議の上定めるものとする。

(協議事項 )

第 8条 本協定に定めのない事項又は疑義の生 じた事項については、甲乙協議の上、お互

い誠意をもつて角早決にあたるものとする。

本協定締結の証として、本協定書 2通を作成し、甲乙それぞれ記名押印の上、各自その

1通を保有するものとする。

以  上
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